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道路-2-1 

（１） 西九州自動車道の概要及び整備効果 

① 事業の概要 

西九州自動車道は高規格道路網の一環として計画

された道路であり、一般国道の自動車専用道路として

整備され、九州北西部の地域経済の活性化、高速定時

性の確保に大きく寄与するものである。 

本道路は福岡市を起点として、唐津市、伊万里市、

松浦市、佐世保市を経由して武雄市に至る延長約

150km の自動車専用道路である。 

福岡市及び武雄市の両方向から整備を進めてきて

おり、現在までに福重 JCT から前原 IC（福岡前原道

路）を 4 車線で、二丈鹿家 IC～唐津 IC（唐津道路）、

相浦中里 IC～武雄 JCT（武雄佐世保道路と佐世保道

路と佐々佐世保道路の一部区間）を暫定 2 車線で供

用している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今回事業評価区間 

１．事業の概要 

西九州自動車道 延長=約 150km 

▲九州の高規格幹線道路網図 

▲西九州自動車道道路網図 
Ｈ22.8.1 現在

※供用中延長には、一般国道のバイパス等を

活用する区間を含む。 

全体延長 約150km

事業中延長 59km

供用中延長（自専部） 78km



 

 
 

道路-2-2 

② 事業の効果・必要性 

 

 

 

 

 

西九州自動車道沿線には、福岡市、唐津市、伊万里市、松浦市および佐世保市の主要都市が存在し

ているが、これら都市間の現況所要時間は最低でも 30 分以上を要し、福岡市～佐世保市間の現況

（H21 年度末）の所要時間は約 2 時間 9 分となっている。今後の西九州自動車道の整備により、福

岡市～佐世保市間の所要時間は現況の約 2 時間 9 分→約 1 時間 37 分へと約 32 分短縮され、地域

間の交流連携を支援する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

効果・必要性１：地域間の交流連携の支援 

● 西九州自動車道の整備により、福岡市から佐世保市間の所要時間は、現況（H21年度末）の約

2時間9分から約1時間37分へと約32分短縮され、地域間の交流連携を支援する。 

▲西九州自動車道沿線主要都市間の所要時間の変化 

※天神北ランプを起点とし、各都市間は想定しているそれぞれの IC 予定地付近との時間。 

資料：Ｈ17 道路交通センサス
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西九州自動車道沿線には、特定重要港湾「博多港」および重要港湾「唐津港・伊万里港・佐世保港」

が存在し、特に「伊万里港」は重点港湾に指定されている。 

博多港は中枢国際港湾に指定されており、九州一のコンテナ取扱量を誇っている。また伊万里港は、

H21 年、コンテナ取扱量が九州 4 位※にまで躍進しており、西九州自動車道沿線には海外との物流

の玄関口となる拠点港湾が連なっている。 

港湾で陸揚げされた貨物は、県内のみならず、西九州自動車道沿線方向に搬出されている。特に、

唐津港・伊万里港搬出量の約 4 割は、西九州自動車道沿線への搬出となり、西九州自動車道の整備に

より、これらの広域的な物流を支援することが期待される。 

 

 

効果・必要性２：物流の効率化支援 

● 西九州自動車道沿線には、特定重要港湾「博多港」、重要港湾「唐津港・伊万里港・佐世保港」

が存在する。これらの港湾で陸揚げされた貨物は、県内のみならず西九州自動車道沿線方向

へ搬出され、特に、唐津港・伊万里港における搬出量の約 4 割は、西九州自動車道沿線への

搬出である。 

● 西九州自動車道の整備により、広域的な物流の支援が期待される。 

▲西九州自動車道沿線の特定重要港湾・重要港湾 

資料：九州地方整備局港湾空港部 HP

平成 17 年陸上出入貨物調査 

※実入りに空コンを加えた外貿コンテナ取扱量。
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西九州自動車道沿線地域には、福岡市、唐津市、伊万里市、佐世保市など観光客が 100 万人を超

える市町が点在している。福岡県の西九州自動車道沿線地域では、H2 年以降、観光客数は増加傾向

にある。一方、佐賀県の西九州自動車道沿線地域では、H17 年をピークに、長崎県の西九州自動車

道沿線地域では、H12 年をピークにそれぞれ減少に転じている。 

西九州自動車道が整備されることにより、沿線の観光拠点間のアクセス性が向上し、九州北西部を

連絡する新たな観光ルートが形成されるなど、観光活性化の支援が期待される。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

効果・必要性３：活力ある地域づくりの支援 

● 西九州自動車道沿線には、福岡市、唐津市、伊万里市、佐世保市など観光客が 100 万人を超

える市町が点在している。 

● 福岡県の西九州自動車道沿線地域では、H2 年以降観光客数が増加傾向にあるものの、佐賀

県、長崎県の西九州自動車道沿線地域では、観光客数が近年減少する傾向にある。 

● 西九州自動車道の整備により、九州北西部を連絡する新たな観光ルートが形成されるなど、

観光活性化の支援が期待される。 

▲西九州自動車道沿線の観光客数分布(H20)と推移 

※Ｈ22.4.1 時点の市町村で集計 

※糸島市：旧前原市、旧志摩町、旧二丈町の合併(平成２２年１月１日) 

※佐世保市：江迎町、鹿町町が佐世保市に編入(平成２２年３月３１日) 

※観光客数 100 万人以上の市町村のみ記載 
資料：佐賀県観光客動態調査、長崎県観光統計、福岡県観光入込客推計調査、  

伊万里市観光協会 HP 
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（２） 今宿道路の概要 

① 事業概要・目的 

今宿道路は、西九州自動車道（福岡県福岡市～長崎県武雄市）の一部を形成し、福岡市西区拾六町か

ら糸島市二丈福井に至る延長 23.3ｋｍの道路である。本道路の整備により、福岡市と他都市との連携

強化、高速性・定時性の確保、沿線地域の交通混雑の緩和が期待される。 

現在、自専道部は福重 JCT～前原 IC 間の延長 14.5km が供用。一般部は福岡市西区拾六町～糸島

市有田西間の延長 11ｋｍ、糸島市真方～糸島市二丈福井間の延長 9.3ｋｍが供用。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 計画諸元 
事業名 国道４９７号 今宿道路 

事業区間 起点 福 岡 県
ふくおかけん

福岡市西区
ふくおかしにしく

拾 六 町
じゅうろくちょう

 終点 福 岡 県
ふくおかけん

糸島市
いとしまし

二 丈
にじょう

福井
ふくい

 

延長 ２３．３ｋｍ 

自専部 ①  －   台/日 ② 24,100 台/日 ③ 20,500 台/日  計画 

交通量 一般部 ① 27,500 台/日  ②  8,000 台/日 ③ 36,500 台/日  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

※アクセスコントロールされた準自専道 

区分 区間
延長

（km）
道路規格

設計速度
（km/h）

幅員（m） 車線数

福岡市
ふ く お か し

西区
に し く

拾六町
じゅうろくちょう

～福岡市
ふ く お か し

西区
に し く

周船寺
す せ ん じ

6.5 第1種第3級 80 19.75 4

福岡市
ふ く お か し

西区
に し く

周船寺
す せ ん じ

～糸島
いとしま

市
し

東
ひがし

8.0 第1種第2級 100 22.0～23.5 4

糸島
いとしま

市
し

東
ひがし

～糸島
いとしま

市
し

二丈
にじ ょう

上深江
かみふかえ

3.0 第1種第2級 100 20.5～23.5 4

福岡市
ふ く お か し

西区
に し く

拾六町
じゅうろくちょう

～福岡市
ふ く お か し

西区
に し く

飯氏
い い じ

7.4 第4種第1級 60 40.0 4

福岡市
ふ く お か し

西区
に し く

飯氏
い い じ

～糸島
いとしま

市
し

多久
た く

5.0 第4種第1級 60 40.0～51.5 2

糸島
いとしま

市
し

多久
た く

～糸島
いとしま

市
し

二丈
にじ ょう

上深江
かみふかえ

5.1 第3種第2級 60 42.0～43.5 2

糸島
いとしま

市
し

二丈
にじ ょう

上
かみ

深江
ふ か え

～糸島
いとしま

市
し

二丈
にじ ょう

福井
ふ く い

5.8 ※
第3種第2級 60 16.25 4

自専部

一般部

① 

②

③
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③ 事業計画と現在の整備状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【区間③】 【区間②】 【区間①】 【区間④】 

【区間⑤】 

【区間①】 福重ＪＣＴ-飯氏 

【区間②】 飯氏-前原ＩＣ 

自専部（完成４車線整備済） 

一般部（完成４車線整備済） 

一般部（当面暫定２車線整備及び整備済） 

自専部（完成４車線整備済） 

【区間③】 前原ＩＣ-東 

【区間④】 東-二丈ＩＣ 

【区間⑤】 二丈ＩＣ-福井 

自専部（完成４車線整備済） 

一般部 

（完成１車線整備）

一般部 

（完成１車線整備）

自専部 
（完成４車線整備） 

一般部 

（完成１車線整備）

一般部 

（完成１車線整備）

アクセスコントロールされた準自専道 
（暫定４車線整備） 

※ 必要に応じて部分的な側道整備 
（アクセスコントロール強化） 
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（１） 事業を巡る社会情勢等の変化 

① 市町村合併の状況 

計画路線は、福岡市西区を起点、糸島市を終点としており、糸島市は、今宿道路、福岡都市高速

道路等の道路整備、ＪＲ筑肥線の福岡市営地下鉄の相互乗り入れによる福岡都心部への利便性向上

を背景に、福岡市のベッドタウンとして発展している。 

また、福岡市西区と糸島市では、九州大学学術研究都市の整備が進められており、さらなる発展

が期待される。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．事業の必要性 

▲市町村合併の状況 

今宿道路
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② 人口の動向 

福岡県全体人口の伸びが鈍化する中、前回評価時（H10）と同様、沿線地域（福岡市西区、糸島

市）では人口及び世帯数の増加傾向が続いている。 

 

 

 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
  
 
 
 
 
 

107%

154%

134%

100%

50%

100%

150%

200%

S 60 H 2 H 7 H 12 H 17 H21

福岡県

福岡市西区

糸島市

（S 60=1.0）

139%

203%

100%

182%

50%

100%

150%

200%

250%

S 60 H 2 H 7 H 12 H 17 H21

福岡県

福岡市西区

糸島市

（S 60=1.0）

前回評価時(H10)

前回評価時(H10)

▲沿線地域の人口の推移(S60年比) 

※糸島市：旧前原市、旧志摩町、旧二丈町の合併(平成22年1月1日) 

▽沿線地域と福岡県の人口及び世帯数 

▲沿線地域の世帯数の推移(S60年比) 

資料：国勢調査(S60～H17)、平成21年福岡県の人口と世帯年報

（人） （世帯）

S60 H2 H7 H12 H17 H21 S60 H2 H7 H12 H17 H21
福岡県 4,719,259 4,811,050 4,933,393 5,015,699 5,049,908 5,066,856 1,522,528 1,639,213 1,782,911 1,917,721 2,009,911 2,113,048
福岡市西区 122,454 137,953 154,667 166,676 179,387 188,085 37,294 45,139 53,789 61,740 68,929 75,649
糸島市 73,649 77,610 88,691 95,040 97,974 98,903 18,726 20,605 25,007 28,422 31,366 34,171

人口の推移 世帯数の推移

資料：国勢調査(S60～H17)、平成21年福岡県の人口と世帯年報 

資料：国勢調査(S60～H17)、平成21年福岡県の人口と世帯年報 

※糸島市：旧前原市、旧志摩町、旧二丈町の合併(平成22年1月1日) 

※糸島市：旧前原市、旧志摩町、旧二丈町の合併(平成22年1月1日) 
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③ 自動車保有台数の推移 

世帯あたりの自動車保有台数は、福岡県、福岡市西区、糸島市ともに、平成１７年以降減少傾向

となっている。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（台/世帯）

Ｓ６０ H 2 H 7 H 12 H 17 H 20
福岡県 1.18 1.38 1.51 1.52 1.54 1.49
福岡市西区 1.59 1.25 1.24 1.23 1.23 1.17
糸島市 1.59 1.86 1.91 1.95 1.96 1.87

1.49

1.17

1.18

1.59

1.87

1.59

0.5

1.0

1.5

2.0

2.5

Ｓ６０ H 2 H 7 H 12 H 17 H 20

福岡県

福岡市西区

糸島市

（台/世帯） 前回評価時(H10)

資料：市区町村別自動車保有車両数（(社)自動車検査登録情報協会） 

市町村別軽自動車車両数（(社)全国軽自動車協会連合会）  

国勢調査(S60～H17)、平成 20 年福岡県の人口と世帯年報  

▽沿線地域の世帯あたりの自動車保有台数

▲沿線地域の世帯あたりの自動車保有台数の推移

※糸島市：旧前原市、旧志摩町、旧二丈町の合併(平成22年1月1日) 

 

資料：市区町村別自動車保有車両数（(社)自動車検査登録情報協会） 

市町村別軽自動車車両数（(社)全国軽自動車協会連合会）  

国勢調査(S60～H17)、平成 20 年福岡県の人口と世帯年報  

※糸島市：旧前原市、旧志摩町、旧二丈町の合併(平成22年1月1日) 
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④ 地域間流動状況の変化 

旧前原市では、約半数が福岡市へ通勤通学するなど、糸島市では福岡市と大きな関わりを持ってい

る。また、糸島市から福岡市への通勤通学者数は増加傾向にある。 

糸島市における通勤通学時の交通手段をみると、自家用車の構成比率が大幅に増加し、H12時点

で約半数が自家用車を利用している。 

 

 

  

 

  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 

▲糸島市における福岡市への通勤通学割合 

資料：国勢調査

▽糸島市の福岡市への 
通勤通学者数の伸び 

旧前原市では約半数が

福岡市へ通勤通学 

資料：H2、H12 国勢調査

▲通勤通学時の利用交通手段の変化 

37%

44%

27%

29%

33%

44%

34%

46%

45%

54%

17%

16%

31%

29%

37%

28%

44%

33%

24%

17%

14%

11%

14%

12%

5%

4%

4%

3%

7%

5%

10%

8%

5%

4%

5%

4%

3%

3%

4%

3%

6%

4%

5%

5%

4%

4%

2%

6%

5%

13%

14%

15%

18%

13%

15%

9%

11%

12%

14%

1%

1%

1%

0%

1%

1%

2%

1%

1%

1%

1%

1%

0%

0%

0%

0%

0%

0%

0%

0%
2%

1%

2%

2%

2%

1%

1%

2%

2%

1%

2%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

H2

H12

H2

H12

H2

H12

H2

H12

H2

H12

 自家用車  鉄道･電車  乗合バス  勤め先･学校のバス  徒歩だけ  ハイヤー･タクシー  オートバイ  自転車  その他

糸島市の約半数が 

自家用車を利用 

福
岡
県

福
岡
市

西
区 

旧
前
原
市

旧
二
丈
町

旧
志
摩
町

糸
島
市

（単位：人）

自家用車 鉄道･電車 乗合バス
 勤め先･

学校のバス
 徒歩だけ

 ハイヤー・
タクシー

オートバイ 自転車 その他 合計

H2 930,751 433,300 361,821 26,726 258,090 15,884 145,513 317,798 37,908 2,527,791
H12 1,168,781 423,559 305,339 19,013 204,308 13,717 115,817 377,208 51,796 2,679,538
H2 21,880 25,518 11,421 496 4,324 348 4,505 12,617 1,387 82,496
H12 28,725 28,679 11,570 385 4,200 400 4,732 17,258 2,068 98,017
H2 10,350 11,357 1,653 321 1,430 43 1,313 4,137 355 30,959
H12 15,705 9,843 1,480 218 1,287 66 1,337 5,151 381 35,468
H2 2,135 2,764 245 118 209 4 127 536 118 6,256
H12 3,184 2,316 210 65 197 7 147 756 112 6,994
H2 3,676 1,964 582 119 316 8 479 1,007 73 8,224
H12 4,932 1,596 426 48 271 16 448 1,258 152 9,147

糸
島
市

旧志摩町

旧前原市

旧二丈町

福岡市西区

福岡県

伸び率（H17/H7)

旧前原市 1.09

旧二丈町 0.94

旧志摩町 1.01

糸島市 1.06

資料：Ｈ17 国勢調査

▽通勤通学時の利用交通手段

資料：H2、H12 国勢調査
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⑤ 産業活動の変化 

１）産業別就業人口構成比 

いずれの地域においても、前回評価時(H10)と同様、第三次産業の割合が増加し、第一次産業の

割合が減少する傾向にある。 

福岡市西区は福岡県全体と同程度であるが、糸島市は県全体と比較して第一次産業の割合が高く、

第三次産業の割合が低い状況にある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（人）
S60 H2 H7 H12 H17

第一次産業 138,830 114,379 100,905 86,591 81,219

第二次産業 563,399 606,377 609,986 566,654 496,942

第三次産業 1,363,263 1,450,404 1,599,858 1,640,590 1,676,446

総計 2,065,492 2,171,160 2,310,749 2,293,835 2,254,607

第一次産業 3,774 3,245 2,933 2,531 2,327

第二次産業 12,094 14,504 14,982 14,038 13,645

第三次産業 36,521 44,588 54,521 60,117 63,413

総計 52,389 62,337 72,436 76,686 79,385

第一次産業 6,945 5,867 5,402 4,961 4,802

第二次産業 7,805 8,953 10,074 9,870 9,019

第三次産業 19,471 21,845 27,462 30,595 32,596

総計 34,221 36,665 42,938 45,426 46,417

糸島市

福岡市西区

福岡県

10% 19% 70%

11% 22% 67%

13% 23% 64%

16% 24% 60%

20% 23% 57%

3% 17% 80%

3% 18% 78%

4% 21% 75%

5% 23% 72%

7% 23% 70%

4% 22% 74%

4% 25% 72%

4% 26% 69%

5% 28% 67%

7% 27% 66%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

S60
H2
H7

H12
H17

S60
H2
H7

H12
H17

S60
H2
H7

H12
H17

第一次産業 第二次産業 第三次産業

福
岡
県

福
岡
市
西
区

糸
島
市

▲沿線地域の産業別就業人口割合の数の推移 

▽沿線地域の産業別就業人口 

資料：国勢調査 

前回評価時(H10)

前回評価時(H10)

前回評価時(H10)

※糸島市：旧前原市、旧志摩町、旧二丈町の合併(平成22年1月1日) 

 

資料：国勢調査 

※糸島市：旧前原市、旧志摩町、旧二丈町の合併(平成22年1月1日) 
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２）農業産出額 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

３）製造品出荷額 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

前回評価時(H10)

（億円）
S60 H2 H7 H12 H17 H20

福岡県 65,115 77,107 78,162 73,679 77,515 85,965
福岡市西区 663 1,329 1,277 1,442 1,201 1,239
糸島市 83 178 212 218 388 385

福岡県・福岡市西区の製造品出荷額は横ばい傾向にあるが、糸島市については、前回評価時(H10)

に比べ、約１.８倍近く増加している。 

資料：生産農業所得統計 

沿線地域の農業産出額は、前回評価時(H10)と同様、減少傾向にある。特に福岡市では、昭和

60年に比べ28％減少する一方、糸島市においては昭和60年と同等レベルにとどまっている。 

▲沿線地域の製造品出荷額の推移 

資料：工業統計 

注 1）福岡市西区の調査結果がないため、福岡市分を計上 

※糸島市：旧前原市、旧志摩町、旧二丈町の合併(平成22年1月1日) 

▽沿線地域の農業産出額 

▽沿線地域の製造品出荷額 

▲沿線地域の農業産出額の推移 

※糸島市：旧前原市、旧志摩町、旧二丈町の合併(平成22年1月1日) 

前回評価時(H10)

132.0%

186.9%

100.0%

466.7%

0%

100%

200%

300%

400%

500%

S60 H2 H7 H12 H17 H20

福岡県

福岡市西区

糸島市 約 1.8 倍 

資料：工業統計

資料：生産農業所得統計 

※糸島市：旧前原市、旧志摩町、旧二丈町の合併(平成22年1月1日) 

（億円）
S60 H2 H7 H12 H17 H18

福岡県 2,798 2,753 2,686 2,388 2,236 2,116
注1）福岡市 111 120 105 83 81 79

糸島市 161 180 169 164 164 160

72%

99%

76%

100%

60%

70%

80%

90%

100%

110%

120%

S60 H2 H7 H12 H17 H18

福岡県

注1）福岡市

糸島市

注 1）福岡市西区の調査結果がないため、福岡市分を計上 

※糸島市：旧前原市、旧志摩町、旧二丈町の合併(平成22年1月1日) 
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⑥ 道路交通 

  これまでの今宿道路の整備や沿線地域における人口増加に伴い交通量は増加傾向にある。昭和 60

年～平成 17 年の２０年間で、2.0 倍～3.5 倍の伸び率を示す。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 

断面①の交通量

0

20,000

40,000

60,000

80,000

Ｓ60 H2 H6 H11 H17

現道 ＢＰ 自専

台/日
74,280

52,79851,583

37,269

21,413

断面②の交通量

0

20,000

40,000

60,000

80,000

Ｓ60 H2 H6 H11 H17

現道 ＢＰ 自専

台/日

67,896

50,96449,984

24,563
22,269

断面③の交通量

0

20,000

40,000

60,000

80,000

Ｓ60 H2 H6 H11 H17

現道 ＢＰ 自専

台/日

26,754
23,504

18,172
13,826

9,823

断面④の交通量

0

20,000

40,000

60,000

80,000

Ｓ60 H2 H6 H11 H17

現道 ＢＰ 自専

台/日

28,145
22,386

18,508
17,324

13,816

断面③

資料：道路交通センサス

断面②

断面① 

▲断面交通量の変化 

前回再評価(H10)前回再評価(H10) 

前回再評価(H10) 

約 2.7 倍(H17/S60) 

約 3.0 倍(H17/S60)約 3.5 倍(H17/S60) 

前回再評価(H10)

約 2.0 倍(H17/S60)

断面④ 
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（２） 事業の効果・必要性 

 

 

 

 

 福岡県と佐賀県の県境断面の交通量（国道2０２号及び二丈浜玉道路）をみると、過去２５年間で

交通量が、約2.2倍(H17／S55)に伸びている。 

 さらに、今後西九州自動車道の一部区間を担う今宿道路の整備により、両地域間の連携が強化され、

約1.4倍(H42／Ｈ17)に伸びることが期待され、広域的な物流強化や観光活性化に大きく寄与する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2,500

7,500

12,500

17,500

22,500

27,500

32,500

37,500

S55 S60 H2 H6 H11 H17 H42 （年次）

（台/日）

R202BP(二丈浜玉有料道路）

R202現道

H10福岡西料金所～周船寺IC(4/4供用)

H13福岡高速１号と直結(4/4供用)

H15周船寺IC～前原東(4/4供用)

H17真方～上深江交差点(4車線化)

9,800

13,500
15,100

16,000

21,700S58二丈浜玉有料道路整備

(2/4供用)
H5周船寺IC～前原市東(2/4供用)

18,600

30,700

今宿道路は、福岡地方生活圏と唐津、伊万里・北松、佐世保地方生活圏の地域間の連携

を強め、広域的な物流の強化や観光活性化に寄与している。 

▲福岡地方生活圏と唐津、伊万里・北松、佐世保地方生活圏 

効効果果１１：：地地域域間間連連携携のの強強化化    

資料：道路交通センサス 

▲県境(福岡県・佐賀県)の断面交通量の推移 

交通量の伸び 
約２．２倍 

前回評価時
(H10) 

2.2 倍（Ｈ17/Ｓ55） 

1.4 倍（Ｈ42/Ｈ17） 

県境 

【交通量観測地点】 

R202BP：糸島市二丈町吉井 

※H17 センサス区間番号：1133

R202 現道：糸島市二丈町吉井 

※H17 センサス区間番号：1056

交通量の伸び
約１．４倍 
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平成1３年１０月の今宿道路自専部(福重ＪＣＴ～前原東)の供用に伴い、高速バスいまり号（伊万

里市⇔福岡市）のルートが、従来の多久経由から西九州自動車道経由に変更され、これに伴い、伊万

里市⇔福岡市間の運行時間が約25分短縮された。 

（運行時間：1時間47分⇒1時間22分） 

また、福岡高速１号と今宿道路が接続された平

成13年10月には、高速バスからつ号（唐津市⇔

福岡市）の大幅ダイヤ改正が行われ、運行本数の

増便や運賃値下げが実施された。 

両高速バスともに、その後の利用者の増加を受

けて増便が繰り返され、都市間移動の利便性向上

に寄与している。高速バスの運行会社では、更な

る利用客の増加、利便性の向上を期待している。 

14

20

26

32 33
35

0

10

20

30

40

H13.10 H14.4 H15.4 H16.10 H18.4 H20.10
（年月）

（便/日）

7
8

9

12

14

17

0

5

10

15

20

H15.4 H15.７ H16.6 H17.10 H19.10 H20.10
（年月）

（便/日）  利用者増加に
伴う増便 

▲「からつ号」の運行便数の変化 

①西九州自動車道の延伸整備に合わせて、高速バス（いまり号、からつ号）のスピード

アップや増便が実施され、都市間移動の利便性向上に寄与している 

資料：昭和バスヒアリング調査結果

高速バス「いまり号」の運行の経緯 

●昭和 60 年 12 月 多久経由で運行開始（３往復）

＜H13.10 福岡高速１号線と直結し、福重ＪＣＴ～
前原東まで連続供用＞ 

●平成 15 年 4 月 大幅ダイヤ改正 
・西九州自動車道の延伸（今宿道路）を契機に経路

変更（所要時間が約 25 分短縮） 
・便数は７便（その後､翌年 6 月までに 2 便増便）
・運賃 2,150 円を 1,920 円に値下げ（昭和自動車）
 （その後 7月に 1,800 円に再度値下げ） 

●平成 17 年 10 月 ダイヤ改正 
・利用者増加に対応し増便 （9 便⇒12 便） 

●平成 18 年 11 月 ダイヤ改正 
・唐津道路の部分供用を契機に経路変更 

●平成 19 年 10 月 ダイヤ改正 
・利用者増加に対応し増便 （12 便⇒14 便） 

●平成 20 年 10 月 ダイヤ改正 
・利用者増加に対応し増便 （14 便⇒17 便） 

高速バス「からつ号」の運行の経緯 

＜H5.3 周船寺ＩＣ～前原東まで供用＞ 

●平成 5年 運行開始（12 往復） 
(その後､８往復まで減便) 

＜H13.10 福岡高速１号線と直結し、福重ＪＣＴ
～前原東まで連続供用＞ 

●平成 13 年 10 月 大幅ダイヤ改正 
・天神北～前原間を自専道経由にルート変更 
・14 便に増便 

●平成 14 年 4 月 ダイヤ改正 
・利用者増加に対応し増便 （14 便⇒20 便） 

●平成 15 年 4 月 ダイヤ改正 
・増便（20 便⇒26 便） 
・平日ダイヤ、土日祝日ダイヤを別途設定 

●平成 16 年 10 月 ダイヤ改正 
・増便（26 便⇒32 便） 
・一部の便を呼子まで延伸運転（よぶこ号） 

●平成 18 年 4 月 
・平日のみ１便増便 （32 便⇒33 便） 

●平成 20 年 10 月 ダイヤ改正 
・利用者増加に対応し増便 （33 便⇒35 便）

 利用者増加に
伴う増便 

▲「いまり号」の運行便数の変化 

からつ号 
 
 

いまり号 

運行開始当初の

ルート（いまり号） 

今宿道路 

資料：昭和バスヒアリング調査結果

資料：昭和バスヒアリング調査結果 資料：昭和バスヒアリング調査結果
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西九州自動車道沿線に立地する重要港湾「唐津港」「伊万里港」の陸揚げ貨物は、およそ２割前後

が福岡県方向へ搬出されている。今宿道路を含む西九州自動車道の全線供用により、これらの広域的

な物流の円滑化・活性化が期待される。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

唐津・呼子漁港で水揚げされる特産品のイカは、6割以上が県外（うち28％が福岡北九州地方卸市

場）に出荷されている。イカは振動に弱く、搬送中に商品価値が低下してしまうなど、陸上輸送が難

しい商品である。自動車専用道路利用による振動低減、搬送時間短縮が実現することにより、商品価

値の高い活きイカの搬送が可能となり、呼子イカのブランド確立にも寄与している。 

 
 
 
 

②今宿道路を含む西九州自動車道は、港湾貨物（唐津港、伊万里港）や特産品の呼子イ

カの福岡方面への搬出の円滑化、活性化に寄与している。 

▲唐津・呼子漁港のイカの出荷圏(H10) 

資料：呼子町漁業協同組合、唐津市漁業協同組合

京浜地区
5%

名古屋地区
5%

京阪神地区
11%佐賀県内

35%

福岡北九州
地方卸市場

28%

その他中央
卸市場

16%

出荷量
765t

▲港湾関係者（佐賀県）の声

・西九州自動車道が全線供

用すれば福岡との時間短

縮が図られ、唐津港の利

便性が向上する。 

・陸路のアクセスが向上す

れば、現在は計画されて

いない新たな定期航路の

就航などが期待できる。

資料：佐賀県唐津土木事務所港湾課

ヒアリング調査結果

佐賀県
61.6%

長崎県
17.1%

その他
2.6%

福岡県
18.7%

▲唐津港・伊万里港の搬出先別搬出量 

唐津港（総量 70,710 ﾌﾚｰﾄ･ﾄﾝ） 

佐賀県
56.5%

長崎県
14.7%

その他
5.3%

福岡県
23.5%

伊万里港（総量 111,692 ﾌﾚｰﾄ･ﾄﾝ） 

資料：九州地方整備局港湾空港 HP

平成 17 年陸上出入貨物調査

今宿道路 

▲ 漁業関係者の声 

資料：玄海漁業協同組合連合会、唐津市からつ

ブランド推進課ヒアリング調査結果

・イカは振動に弱く、ストレスが溜ま
ると死んでしまう。1 分でも早く搬
送することでイカの生存率が変わっ
てくるため、西九州自動車道の一部
開通は、イカの商品価値向上に役立
っている。(唐津市) 

・イカが死に、活魚から鮮魚となると、
価値が低下してしまう。 
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 佐賀県西北部地域（唐津市、玄海町、伊万里市、有田町）の観光入込客数は、福岡県からの来訪が

最多を占める（35％）。 

佐賀県西北部地域の観光客入込数は、今宿道路（自専部）が部分供用（周船寺ＩＣ～前原東間）さ

れた平成４年度以降から増加傾向にあることから、今宿道路の全線供用により、更なる観光客数の増

加や周遊エリアの拡大が期待される。 

 観光 数 （ 成 年を ）

80

100

120

140

160

180

200

H1 3 5 7 9 11 13 15 17 19

佐賀県西北部地域

佐賀県計

③今宿道路を含む西九州自動車道は、佐賀県西北部地域と福岡県間の観光流動を活発化

させるとともに、地域の観光振興に寄与している。 

福岡県
35%

佐賀県内
33%

九州(福岡
県以外）

15%

九州以外
17%

▲佐賀県西北部地域への観光入込
客の発地別内訳（Ｈ20） 

資料：平成 20 年佐賀県観光客動態調査 

福
岡
県
方
面 

▲佐賀県西北部地域の主要観光地･観光施設 

▲観光入込客数の伸び（平成元年を 100）
（佐賀県西北部地域･佐賀県計） 

資料：平成 20 年佐賀県観光客動態調査
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今宿道路の整備に伴い、前原ＩＣ周辺において企業の立地促進を進めるとともに、世界的レベルでの

研究・教育拠点を創造する九州大学学術研究都市の整備が進められている。そのなかで、今宿道路や西

九州自動車道は発展する都市や産業を支える必要不可欠な役割を果たす。 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

水素エネルギー製品研究試験センター(H22.4 開業) 

資料：財団法人九州大学学術研究都市推進機構 

効効果果２２：：地地域域開開発発のの支支援援  

今宿道路の一般部の整備に伴い、前原IC南産業団地、九州大学学術研究都市等へのアク

セス性が向上することで、新しい企業等の進出を支援する。 

企業誘致マップ（2010年1月現在） 

 
前原 IC 周辺の企業立地促進

▲糸島リサーチパークの概要 

前原 IC

資料：糸島市 HP 

【前原ＩＣ周辺拡大図】 

先端社会ｼｽﾃﾑ実証研究ｾﾝﾀｰ(仮称) 
半導体先端実装研究評価ｾﾝﾀｰ(仮称) 水素ｴﾈﾙｷﾞｰ製品研究試験ｾﾝﾀｰ(H22.4 開業) 

区画面積 67,950 ㎡ 
事業主体 福岡県企業局 

▽前原 IC 周辺の企業進出状況 
糸島リサーチパーク １研究機関進出(H22)

※H23以降に２研究機関が進出予定

前原IC南産業団地 ５企業進出(H20～H22)

【操業中】 五洋食品産業㈱
㈱福岡市民ホールサービス
福岡酸素㈱
㈱コスモ企画
㈲福岡非鉄メタル

【進出予定】 ㈱イトキュー
㈱マルタイ

前原IC北地区産業団地(仮称) 構想段階

九州大学学術研究都市の整備促進 



 

道路-2- 

 

19

 

 

 

 

 
糸島市における今宿道路を利用した救急搬送件数は増加しており、平成21年の搬送件数は８１７件

であり、平成１７年と比較し、約1.9倍の伸びを示している。 

今宿道路が整備されたことで糸島市役所二丈支所から第二次救急医療施設である医療法人白十字会

白十字病院までの所要時間が約１2 分短縮され、救命率の向上につながっている。 

 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 

効効果果３３：：救救急急医医療療活活動動のの支支援援  （（既既にに発発現現ししたた効効果果））  

糸島市から第二次救急医療施設である医療法人白十字会白十字病院までの所要時間の短

縮により、住民生活の安全・安全の確保に貢献している。 

▲病院別搬送件数の推移 

資料：糸島市消防本部 

・整備前は今宿道路の自専部が整備されていないH2で設定 

・整備前の所要時間算出用の速度は、H2時点の規制速度を使用 

・現況の所要時間算出用の速度は、H17時点の規制速度を使用 

▲治療を受けるまでの時間と死亡率の関係▲糸島市(旧二丈町)～医療法人白十字会白十字病院までの搬送時間

0

200

400

600

800

1,000

平成１７年 平成１８年 平成１９年 平成２０年 平成２１年

（件）

福大救命センター・福大病院 九州医療センター 白十字病院

434

645
692

742
817

約 1.9 倍(H21/H17) 

※病院別搬送件数は、今宿道路

を利用した搬送のみ対象とし

ている。 

▲緊急搬送ルートの変化 

0 5 10 15 20 25 30 35

現況
（H17）

整備前
（H2）

（分）

約30分

約18分 約12分短縮

0

20

40

60

80

100

1 10 100

経過時間（分）

死
亡
率

（
％

）

多量出血

52 3 15 6030101 100

（10.0％）

（51.1％）

（18.0分）

救命率
約41％up

（30.4分）
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■救急医療活動のアクセス向上（今後の効果） 
将来の今宿道路整備による「現場から高次医療施設」への搬送時間の短縮により救われる人命価値が

考えられる。 

 

○糸島市二丈福井周辺から医療法人白十字会白十字病院（二次救急医療施設）までの時間が、約 3 分短

縮（約 3６分→約 33 分）されることにより、多量出血時の救命率が約 9％向上。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

※対象地域は、将来整備される今宿道路の整備により「現場から高次医療施設」までの所要時間が１分以上短縮する地域を設定 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（※）金額は、供用後の 50 年間の便益額とした試算した値（参考値） 

 

 
 
 
 
 
 
 

糸島市二丈福井～医療法人白十字会白十字病院の所要時間変化

0 5 10 15 20 25 30 35 40 45

整備時

未整備時
（残事業）

（分）

約36分

約3分短縮約33分

所要時間短縮による救急医療活動のアクセス向上便益は、※約 14 億円と試算される。 

▲所要時間の変化（糸島市二丈福井周辺 
～医療法人白十字会白十字病院） ▲カーラーの救命曲線（多量出血） 

注） 

未整備時（残事業）の所要時間 

：今回評価時の今宿道路が整備されない際の所要時間 

整備時の所要時間 

：今回評価時の今宿道路が整備された際の所要時間 
0

20

40

60

80

100

1 10 100

経過時間（分）

死
亡
率

（
％

）

多量出血

52 3 15 6030101 100

（58.6％）

（67.1％）

（33.1分）
救命率

約9％up

（36.2分）



 

道路-2- 

 

21

 
 
 

 

 

 

■今宿道路の整備による国道２０２号現道・今宿道路(一般部)の混雑度の変化 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   
 

 

 

 

 

  

 
 

 

箇所②の交通量と混雑度

14,700

26,100

0.93

0.59

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

30,000

H17

-1.00

-0.50

0.00

0.50

1.00

1.50

2.00

混
雑
度

台/日

23,600

1.49

26,100

0.59

0.93

H42
(整備時)

箇所①の交通量と混雑度

21,000
16,400

1.27

1.62

10,000

15,000

20,000

25,000

30,000

35,000

H17 H42
（整備時）

-0.50

0.00

0.50

1.00

1.50

2.00

混
雑
度

台/日

22,000

1.70

・国道 202 号現道部（箇所①）：今宿道路（自専部、一般部）に通過交通が転換すること

で、交通混雑の緩和が期待される。 

・今宿道路（一般部）（箇所②）：今宿道路（一般部）の４車線化により、交通容量が増

加し、交通混雑の緩和が期待される 

効効果果４４：：交交通通混混雑雑のの緩緩和和    

【箇所①】＜国道 202 号現道部＞ 【箇所②】＜今宿道路（一般部）＞ 

資料：H17 道路交通センサス

周船寺西交差点

 周船寺西交差点付近

 【箇所①】＜国道202号現道部＞ 

 混雑度：1.62(H17) 

 ⇒混雑度：1.27(H42整備時) 

 （混雑度：1.70(H42未整備時)） 

 【箇所②】 ＜今宿道路(一般部)＞ 

 混雑度：0.93(H17) 

 ⇒混雑度：0.59(H42整備時) 

 （混雑度：1.49(H42未整備時)） 

今宿道路 

▲今宿道路の整備による国道２０２号現道・今宿道路(一般部)の混雑度の変化 

：H42 未整備時 ：H42 未整備時 

(未整備時)
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■所要時間の信頼性の向上 
 ○道路整備により、平均的な所要時間が短縮するだけでなく、所要時間の変動（ばらつき）が減少し、

遅刻しないために見込む余裕時間も短縮される。 

 ○今宿道路に並行する国道２０２号、（市）千代今宿線は、当該事業により、所要時間が約 17.3 分

短縮される。（Ｈ42 推計値：未整備 54.0 分 → 整備後３6.7 分） 

 ○所要時間（速度）の短縮により、同区間における余裕時間も約 5.5 分短縮される。 

  （Ｈ42 推計値：未整備 14.4 分 → 整備後 8.9 分） 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲今宿道路並行区間における余裕時間の変化 

 

 

注）金額は、供用後の 50 年間の便益額とした試算した値（参考値） 

54.0
36.7

14.4

8.9

0

20

40

60

80

100

未整備時 整備時

時
間
（
分

）

所要時間 余裕時間

今宿道路の整備による所要時間の信頼性向上による便益は、全事業で※約 797 億円、残事業
で※約 48 億円と試算される。 

国道 202 号現道 

今宿道路（国道 202 号 BP 部・自専部）

千代今宿線 

【今宿道路並行区間における余裕時間の変化】 

 全事業：余裕時間：約１４．４分 → 約８．９分（約５．５分短縮） 

 残事業：余裕時間：約 ９．２分 → 約８．９分（約０．３分短縮） 

福井 

小戸

▲今宿道路並行区間の所要時間と余裕時間

約 17.3 分 

短縮 

注） 

全事業：今宿道路が整備されない場合と整備された場合の変化 

残事業：将来整備される今宿道路が整備されない場合と整備された場合の変化

約 5.5 分 

短縮 

有田西

東 

全事業 

37.2 36.7

9.2 8.9

0
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80

100

未整備時 整備時

時
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（
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約 0.5 分 

短縮 

約 0.3 分 

短縮 

残事業 
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（３） 事業の投資効果 

１）事業の目的 

 

 

 

２）費用便益分析結果【残事業】 

■便益 

   走行時間 

短縮便益 

走行経費 

減少便益 

交通事故 

減少便益 
合計 

基準年 平成 22 年度 

供用年 平成 33 年度 

初年便益 47 億円 3.9 億円 3.5 億円 54 億円

基準年における現在価値（B） 647 億円 57 億円 47 億円 751 億円

■費用 

 事業費 維持管理費 合計 

基準年 平成 22 年度 

単純合計 467 億円 34 億円 502 億円

基準年における現在価値（C） 375 億円 10 億円 384 億円

■評価指標の算定結果 

費用便益比（CBR） B/C＝2.0 

（注）費用及び便益の合計は、表示桁数の関係で計算値と一致しないことがある。 

   

３）費用便益分析結果【全事業】 

■便益 

   走行時間 

短縮便益 

走行経費 

減少便益 

交通事故 

減少便益 
合計 

基準年 平成 22 年度 

供用年 平成 5 年度 

初年便益 300 億円 17 億円 1.4 億円 318 億円

基準年における現在価値（B） 15,417 億円 1,235 億円 409 億円 17,061 億円

■費用 

 事業費 維持管理費 合計 

基準年 平成 22 年度 

単純合計 2,654 億円 208 億円 2,861 億円

基準年における現在価値（C） 4,270 億円 163 億円 4,433 億円

■評価指標の算定結果（全事業区間） 

費用便益比（CBR） B/C＝3.8 

（注）費用及び便益の合計は、表示桁数の関係で計算値と一致しないことがある。 

   B/C 算出にあたっては、有料道路事業分も含んでいる。 

今宿道路は、福岡市西区で福岡高速５号線と接続し、二丈浜玉道路を経て唐津道路へ

と接続する高規格幹線道路であり、沿線地域の交通混雑の緩和を図るとともに、高速定時

性を確保し、福岡都市圏と九州北西部の連結を強め、地域の振興と活性化を支援する。 
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（４） 事業の進捗状況 
１）対象区間の事業経緯 

年 度 事 業 実 施 項 目 

昭和 45 年度 今宿バイパスとして事業化（福岡市西区拾六町～二丈町大字福井） 

昭和 50 年度 一般部 起点～十郎川供用 （2/4）L=0.7km 

昭和 52 年度 一般部 十郎川～高崎交差点供用 （2/4）L=1.2km 

昭和 55 年度 一般部 高崎交差点～バイパス青木交差点供用 （2/4）L=1.8km 

昭和 58 年度 
一般部 波呂北交差点～二丈町大字福井供用（2/4）L=7.3km 
    波多江交差点～有田東交差点供用（2/4）L=1.2km 

昭和 59 年度 一般部 バイパス青木交差点～今宿大塚交差点供用（2/4）L=0.7km 

昭和 60 年度 一般部 起点～十郎川供用（4/4）L=0.8km 

昭和 61 年度 一般部 十郎川～団地入口交差点供用（4/4）L=0.6km 

昭和 63 年度 
今宿道路として事業化（福岡市西区拾六町～二丈町大字福井） 
一般部 真方交差点～波呂北交差点供用（2/4）L=2.2km 

平成 元年度 一般部 今宿大塚交差点～徳永交差点供用（2/4）L=1.4km 

平成 2 年度 一般部 徳永交差点～飯氏交差点供用（2/4）L=1.6km 

平成 4 年度 

福岡市域の都市計画を変更（起点～福岡市境） 
自専部 周船寺 IC～前原市東供用（2/4）L=8.0km 
一般部 福岡市西区飯氏交差点～波多江交差点供用（2/4）L=1.7km 

前原市有田東交差点～有田西交差点供用（2/4）L=0.7km 

平成 10 年度 自専部 福岡西料金所～周船寺 IC（4/4）L=4.6km 

平成 12 年度 自専部 拾六町ＯＮランプ～福岡西料金所（下り線 2 車線）L=1.2km 

平成 13 年度 
前原市・二丈町域の都市計画変更（福岡市境～二丈 IC 自専部 4 車、一般部 2～4 車） 
自専部 福岡高速１号～福岡西料金所供用（4/4）L=1.9km 

平成 14 年度 一般部 団地入口交差点～高崎交差点供用（4/4）L=0.5km 

平成 15 年度 
自専部 周船寺 IC～前原市東供用（4/4）L=8.0km 
一般部 高崎交差点～周船寺ＩＣ供用（4/4）L=4.6km 

平成 16 年度 一般部 真方交差点～上深江交差点供用（4/2）L=3.5km 

平成 18 年度 一般部 周船寺 IC～飯氏交差点供用（4/4）L=1.1km 
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 ２）対象区間の事業進捗状況 

 全体事業費 H21 年度末進捗 進捗率 

全体事業費 約 2,739 億円 約 2,238 億円 約 82% 

うち用地補償費 約 408 億円 約 356 億円 約 87% 

※進捗率は事業費ベース 

 

３）事業計画の変更（前回評価時からの変化） 

 
前回評価結果 

(H10 年度) 

今回評価 

（H22 年度） 

計画交通量 － 

自専部 

  －  台/日 

24,100 台/日 

20,500 台/日 

一般部 

27,500 台/日 

 8,000 台/日 

36,500 台/日 

事業費 

（現在価値化後） 

約 2,400 億円 

（  －  ） 

約 2,739 億円 

（4,270 億円） 

残事業 － 

 

2.0 

Ｂ／Ｃ 

全事業 － 

 

3.8 

※（ ）書き上段：現在価値化後の便益 下段：現在価値化後のコスト 

 
④ 事業費増額の理由 

 
前回評価 

(H10 年度) 

今回評価 

（H22 年度）
変更内容 理由 

+約 40 億円
高架橋基礎工の変更等 

（地質条件による） 

+約 130 億円
福岡高速１号線および５号線との亘

り線整備追加 

+約 40 億円
一般部２車線整備追加 

（糸島市有田西～糸島市東） 

+約 140 億円
道路構造の変更等 

（盛土⇒橋梁） 

-約 8 億円
一般部２車線整備に見直し 

（飯氏～有田西） 

事業費 約 2,400 億円 約 2,739億円

-約 3 億円
福岡高速５号線との亘り線における

下部工構造の見直し 

 

751 億円 

384 億円 
＝ 

17,061億円

4,433 億円
＝ 
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（１）今後の事業の見通し 

今宿道路の平成２１年度末の事業進捗率は、事業費ベースで約 8２％であり、そのうち用地進捗率

は約 87％に達している。今後は、事業効果を早期発現できるよう、引き続き関係機関と調整を図り

ながら整備を推進していく。 

本事業の推進にあたっては、地元や関係機関との協力体制も確立しており、円滑な事業執行が可能

である。 

 

（２）地域の協力体制 

・期成会 

名  称 主な構成メンバー 活動内容 

西九州自動車道建設促進
期成会 
 
会長：唐津市長 
   坂井 俊之 

西九州自動車道関係 16 市町

西九州自動車道の整備促進について、機会
あるごとに国及び関係機関に対して積極
的な要望活動の実施 
<参考> 
平成 19 年度 H19.8.21 地整要望 
平成 20 年度 H20.8.25 事務所要望 
平成 21 年度 H21.7.28 事務所要望 
平成 22 年度 H22.7. 1  意見交換会 

（地整） 
H22.7.15 意見交換会 

（地整） 
H22.8.24 意見交換会 

（地整）  

福岡都市圏広域行政推進
協議会 
 
会長：福岡市長 
  吉田 宏 

福岡都市圏 17 市町 

西九州自動車道及び福岡都市圏道路の整
備促進について、機会あるごとに国及び関
係機関に対して積極的な要望活動の実施 
<参考> 

平成 19 年度 H19.7.19 本省要望 
H19.8. 1 地整要望 

 平成 20 年度 H20.7.24 本省要望 
        H20.8. 5 地整要望 
 平成 21 年度 H21.8. 4 地整要望 
 平成 22 年度 H22.8. 5 本省要望 

H22.8.31 地整要望 

国道 202 号バイパス推進
期成会 
 
会長：雷山校区区長会長
   川上 幸太 

糸島市 3 校区 

国道 202 号バイパスの整備促進について、
機会あるごとに国及び関係機関に対して
積極的な要望活動の実施 
<参考> 
 平成 19 年度 H19.12.6 地整要望 
 平成 21 年度 H21.11.4 事務所要望 
 平成 22 年度 H22.6.24 意見交換会 

（事務所） 

 
・協力体制 

組織名 協力内容 

糸島市建設都市部 

都市計画課 

・地元説明会等の住民との連絡調整 

・市役所内部等への調整窓口 

 

３．事業の進捗の見込み 
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（３）環境・景観への取り組み状況 

本道路周辺には数多くの遺跡群があり、道路構造物の景観にもそのイメージを考慮している。特に

伊都の里の古代をイメージした橋脚の形状は、｢おおらかであたたかい造形｣を表現したＶ型八角柱と

し、排水管も目立ちにくいデザインとしている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲ 今宿 IC～周船寺 IC のデザイン橋脚(福岡市方面) 
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○亘り線において、暫定供用時（2/4）の下部工を必要最小限の整備とすることで、約３億円のコス

ト削減を図った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○今後の事業内容を、福岡市西区飯氏～糸島市多久（前原ＩＣ）間の一般部については４車線整備か

ら当面２車線整備に必要な事業費に見直し。 

 

○当該事業は、都市計画決定のもと整備を進めており、現在までに２３．３ｋｍ区間のうち、自専部

については１４．５km、一般部については２０．３km が供用している。今後の事業における事

業手法については、今回見直した計画が妥当である。 

 

４．コスト縮減や代替案立案等 

至 

西
九
州
自
動
車
道 

至 福岡都市高速１号線 

至 福岡都市高速 5 号線 

下部工を必要最小限で整備 
（参考） 

２車線 

２車線 

４車線 

完成時 
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【事業継続】 

 

今宿道路は西九州自動車道の一部区間を形成する道路であり、地域の連携強化、高速

性・定時性の確保、沿線地域の交通混雑緩和、地域開発の支援を行う事業である。  

また、本事業の早期完成を望む声は非常に強く、地元、自治体及び期成会等からの積

極的な整備促進要望がなされている。  

事業進捗率は、事業費ベースで約 82％[約 2,238 億円/約 2,739 億円]（平成２１年

度末）であり、そのうち用地進捗率は約 87％[約 356 億円/約 408 億円]に達しており、

既供用区間も自専部が 14.5ｋｍ（全体の 62％）、一般部が 20.3ｋｍ（全体の約 87％）

である。引き続き事業の供用を図ることにより、沿線地域への整備効果の発現などが大

きく期待できることから、当該事業区間の供用に向けて事業を継続することとしたい。  

なお、一般部の完成４車線化等については、交通量の増加など必要に応じ、新たな事

業評価を実施し、妥当性の検証を行う。 

 

５．対応方針（案） 
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（客観的評価指標） 
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１
．

活
力

都
市
の

再
生

□
都

市
再
生

プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト

を
支

援
す
る

事
業
で

あ
る

□
広

域
道
路

整
備
基

本
計
画

に
位

置
づ
け

の
あ
る

環
状
道

路
を
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成
す
る

■
市

街
地
再

開
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、

区
画
整

理
等

の
沿
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づ
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と

の
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携
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伊
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・
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る
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自

転
車

利
用

空
間

を
整

備
す

る
こ

と
に

よ
り

、
当

該
区

間
の

歩
行

者
・

自
転

車
の

通
行

の
快

適
・

安
全

性
の

向
上

が
期

待
で

き
る

□
バ

リ
ア

フ
リ

ー
新

法
に

基
づ

く
特

定
道

路
が

新
た

に
バ

リ
ア

フ
リ

ー
化

さ
れ

る

無
電

柱
化

に
よ

る
美

し
い

町
並

み
の

形
成

□
対

象
区

間
が

電
線

類
地

中
化

５
ヶ

年
計

画
に

位
置

づ
け

有
り

□
市

街
地

又
は

歴
史

景
観

地
区

（
歴

史
的

風
土

特
別

保
存

区
域

及
び

重
要

伝
統

的
建

造
物

保
存

地
区

）
の

幹
線

道
路

に
お

い
て

新
た

に
無

電
柱

化
を

達
成

す
る

安
全

で
安

心
で

き
る

く
ら

し
の

確
保

□
三

次
医

療
施

設
へ

の
ア

ク
セ

ス
向

上
が

見
込

ま
れ

る

３
．

安
全

安
全

な
生

活
環

境
の

確
保

□
現

道
等

に
死

傷
事

故
率

が
5
0
0
件

/
億

台
キ

ロ
以

上
で

あ
る

区
間

が
存

す
る

場
合

に
お

い
て

、
交

通
量

の
減

少
、

歩
道

の
設

置
又

は
線

形
不

良
区

間
の

解
消

等
に

よ
り

、
当

該
区

間
の

安
全

性
の

向
上

が
期
待

で
き

る

□
当

該
区

間
の

自
動

車
交

通
量

が
1
,
0
0
0
台

/
1
2
h
以

上
（

当
該

区
間

が
通
学

路
で

あ
る

場
合

は
5
0
0
台

/
1
2
h
以

上
）

か
つ

歩
行

者
交

通
量

1
0
0
人

/
日

以
上

（
当

該
区

間
が

通
学

路
で

あ
る

場
合

は
学

童
、

園
児

が
4
0
人

/
日

以
上

）
の

場
合

、
又

は
歩

行
者

交
通

量
5
0
0
人

/
日

以
上

の
場

合
に

お
い

て
、

歩
道

が
無

い
又

は
狭

小
な

区
間

に
歩
道

が
設

置
さ

れ
る

災
害

へ
の

備
え

□
近

隣
市

へ
の

ル
ー

ト
が

１
つ

し
か

な
く

、
災

害
に

よ
る

１
～

２
箇

所
の

道
路

寸
断

で
孤

立
化

す
る

集
落

を
解

消
す

る

□
対

象
区

間
が

、
都

道
府

県
地

域
防

災
計

画
、

緊
急

輸
送

道
路

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

計
画

又
は

地
震

対
策

緊
急

整
備

事
業

計
画

に
位

置
づ

け
が

あ
る

、
又

は
地

震
防

災
緊

急
事

業
五

ヶ
年

計
画

に
位

置
づ

け
の
あ

る
路

線
（

以
下

「
緊

急
輸

送
道

路
」

と
い

う
）

と
し

て
位

置
づ

け
あ

り

□
緊

急
輸

送
道

路
が

通
行

止
に

な
っ

た
場

合
に

大
幅

な
迂

回
を

強
い

ら
れ
る

区
間

の
代

替
路

線
を

形
成

す
る

□
並

行
す

る
高

速
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
の

代
替

路
線

と
し

て
機

能
す

る
（

A
'
路
線

と
し

て
の

位
置

づ
け

が
あ

る
場

合
）

□
現

道
等

の
防

災
点

検
又

は
震

災
点

検
要

対
策

箇
所

も
し

く
は

架
替

の
必
要

の
あ

る
老

朽
橋

梁
に

お
け

る
通

行
規

制
等

が
解

消
さ

れ
る

□
現

道
等

の
事

前
通

行
規

制
区

間
、

特
殊

通
行

規
制

区
間

又
は

冬
期

交
通

障
害

区
間

を
解

消
す

る

□
避

難
路

へ
1
k
m
以

内
で

到
達

で
き

る
地

区
が

新
た

に
増

加
す

る

□
幅

員
6
m
以

上
の

道
路

が
な

い
た

め
消

火
活

動
が

出
来

な
い

地
区

が
解

消
す
る

□
密

集
市

街
地

に
お

け
る

事
業

で
火

災
時

の
延

焼
遮

断
帯

の
役

割
を

果
た
す

４
．

環
境

地
球

環
境

の
保

全
●

対
象

道
路

の
整

備
に

よ
り

削
減

さ
れ

る
自

動
車

か
ら

の
C
O
2
排

出
量

Ｃ
Ｏ

２
排

出
削

減
量

：
約

5
7
,
7
5
5
ｔ

-
C
O
2
/
年

（
未

整
備

：
4
,
9
2
3
,
3
11
t
-
C
O
2
/
年

 
⇒

 
整

備
後

：
4
,
8
6
5
,
5
5
6
t
-
C
O
2
/
年

）

生
活

環
境

の
改

善
・

保
全

●
現

道
等

に
お

け
る

自
動

車
か

ら
の

N
O
2
排

出
削

減
率

評
価

対
象

区
間

(
現
道

／
並

行
区

間
等

)
：

国
道

2
0
2
号

(
福

岡
市

西
区

拾
六

町
～

糸
島

市
二

丈
福

井
)

排
出

削
減

量
：

1
1
5
ｔ
／

年
、

排
出

削
減

率
：

8
割

削
減

●
現

道
等

に
お

け
る

自
動

車
か

ら
の

S
P
M
排

出
削

減
率

評
価

対
象

区
間

(
現
道

／
並

行
区

間
等

)
：

国
道

2
0
2
号

(
福

岡
市

西
区

拾
六

町
～

糸
島

市
二

丈
福

井
)

排
出

削
減

量
：

1
1
ｔ
／

年
、

排
出

削
減

率
：

8
割

削
減

□
現

道
等

で
騒

音
レ

ベ
ル

が
夜

間
要

請
限

度
を

超
過

し
て

い
る

区
間

に
つ

い
て

、
新

た
に

要
請

限
度

を
下

回
る

こ
と

が
期

待
さ

れ
る

区
間

が
あ

る

□
そ

の
他

、
環

境
や

景
観

上
の

効
果

が
期

待
さ

れ
る

５
．

そ
の

他
他

の
ﾌ
ﾟ
ﾛ
ｼ
ﾞ
ｪ
ｸ
ﾄ
と

の
関

係
□

道
路

の
整

備
に

関
す

る
プ

ロ
グ

ラ
ム

又
は

都
市

計
画

道
路

整
備

プ
ロ

グ
ラ

ム
に

位
置

づ
け

ら
れ

て
い

る

□
関

連
す

る
大

規
模

道
路

事
業

と
一

体
的

に
整

備
す

る
必

要
あ

り

□
他

機
関

と
の

連
携

プ
ロ

グ
ラ

ム
に

位
置

づ
け

ら
れ

て
い

る

□
そ

の
他

、
対

象
地

域
や

事
業

に
固

有
の

事
情

等
、

以
上

の
項

目
に

属
さ
な

い
効

果
が

見
込

ま
れ

る
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様式－２

費用便益分析の結果

路線名 事業名 延長 事業種別
現拡・ＢＰ・そ

の他の別

国道497号 今宿道路 23.3ｋｍ 高規格Ｂ ＢＰ

計画交通量
(台/日)

車線数 事業主体

20,500～33,400
3,800～49,500

自専 2/4、4/4
一般 2/2、4/4

九州地方整備局

① 費　用

事　業　費 維持修繕費 合　　計

基 準 年 平成22年度

単純合計 2,654億円 208億円 2,861億円 

うち残事業費 467億円 34億円 502億円 

基準年における
現在価値 (Ｃ)

4,270億円 163億円 4,433億円 

うち残事業費 375億円 10億円 384億円 

② 便　益

走行時間
短縮便益

走行経費
減少便益

交通事故
減少便益

合　　計

基 準 年 平成22年度

供 用 年 平成5年度

単年便益
（初年便益）

300億円 17億円 1.4億円 318億円 

基準年における
現在価値 (Ｂ)

15,417億円 1,235億円 409億円 17,061億円 

うち残事業分 647億円 57億円 47億円 751億円 
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③ 結　果

注）費用及び便益の合計は、表示桁数の関係で計算値と一致しないことがある。

④ 感 度 分 析 （残事業を対象）

変動要因 基準値 変動ケース

交通量

24,100
(自専部)

3,800～27,500
(一般部)

±１０％

事業費 467億円 ±１０％

事業期間 10年 ±２０％

1.8 ～ 2.2

1.8 ～ 2.1

経済的純現在価値（残事業） 367億円 

費用便益比（Ｂ／Ｃ）

1.8 ～ 2.2

経済的内部収益率（残事業） 7.7%

費用便益比（事業全体） 3.8

経済的純現在価値（事業全体） 12,628億円 

経済的内部収益率（事業全体） 13%

費用便益比（残事業） 2.0
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交通状況の変化【全事業】

事業名：今宿道路　　　　　　　　

（推計時点    Ｈ42年）

交通量
※1 [台/日]

走行時間※２ [分]

走行時間費用※3 [億円/年]

交通量
※1 [台/日]

走行時間※２ [分]

走行時間費用
※3 [億円/年]

交通量※1 [台/日]

走行時間※２ [分]

走行時間費用
※3 [億円/年]

交通量※1 [台/日]

走行時間
※２ [分]

走行時間費用※3 [億円/年]

交通量 [台/日]

走行時間 [分]

走行時間費用 [億円/年]

交通量 [台/日]

走行時間 [分]

走行時間費用 [億円/年]

交通量 [台/日]

走行時間 [分]

走行時間費用 [億円/年]

交通量 [台/日]

走行時間 [分]

走行時間費用 [億円/年]

交通量 [台/日]

走行時間 [分]

走行時間費用 [億円/年]

交通量 [台/日]

走行時間 [分]

走行時間費用 [億円/年]

走行時間費用 [億円/年]

走行時間短縮便益 [億円/年]

※１：　当該道路内の平均値または代表的な値を記載する。

※２：　配分計算結果を用いる場合と当該道路の代表的な速度から算出する場合がある。　

※３：　費用便益分析マニュアルに従い車種別、区間別に算出したものの合計値である。

※４：　当該事業により大きな変化が生じる道路について３～５路線程度以内で記載する。

※５：　②主な周辺道路における交通量の予測地点は、事業全体と残事業で同地点において設定する。

0.00 139

①-4新設・改築道路
[今宿道路(一般部)]

：20.3km

0.00 25,200

0.00 32

①-2新設・改築道路
[今宿道路(自専部)]

：14.5km

0.00 27,300

0.00 10

0.00 53

0.00 8.1

①-3新設・改築道路
[今宿道路(一般部)]

：3.0km

0.00 10,800

0.00 4.3

合計：3,325.0km 17,723 17,311 412

③その他道路合計
3,219.2km

17,144 16,937

走行時間費用
整備なし(A)

走行時間費用
整備あり(B)

走行時間短縮便益
(A - B)

市)千代
今宿線
：4.5km

23,600 16,200

18 9.0

77 26

主)福岡
志摩線
：7.3km

16,700 9,600

14 11

42 18

県)大門
有田線
：2.9km

10,600 900

12 7.0

22 1.0

主)大野
城二丈線
：18.3km

17,800 5,300

43 26

139 25

10,900

22 14

137 29

②主な周

辺道路※4

現道（国
道202
号）
：27.5km

16,100 8,000

49 41

163 67

主)周船
寺有田線
：4.5km

35,600

様式－３①

整備なし(A) 整備あり(B)

①-1新設・改築道路
[今宿道路(自専部)]

：3.0km

0.00 24,100

0.00 2.3

0.00 10
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 （２） 図面（①、②に該当する道路を明示すること）
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 交通状況の変化【残事業】

事業名：今宿道路　　　　　　

（推計時点    Ｈ42年）

交通量
※1 [台/日]

走行時間※２ [分]

走行時間費用※3 [億円/年]

交通量
※1 [台/日]

走行時間※２ [分]

走行時間費用※3 [億円/年]

交通量
※1 [台/日]

走行時間※２ [分]

走行時間費用※3 [億円/年]

交通量
※1 [台/日]

走行時間※２ [分]

走行時間費用※3 [億円/年]

交通量 [台/日]

走行時間 [分]

走行時間費用 [億円/年]

交通量 [台/日]

走行時間 [分]

走行時間費用 [億円/年]

交通量 [台/日]

走行時間 [分]

走行時間費用 [億円/年]

交通量 [台/日]

走行時間 [分]

走行時間費用 [億円/年]

交通量 [台/日]

走行時間 [分]

走行時間費用 [億円/年]

交通量 [台/日]

走行時間 [分]

走行時間費用 [億円/年]

走行時間費用 [億円/年]

走行時間短縮便益 [億円/年]

※１：　当該道路内の平均値または代表的な値を記載する。

※２：　配分計算結果を用いる場合と当該道路の代表的な速度から算出する場合がある。　

※３：　費用便益分析マニュアルに従い車種別、区間別に算出したものの合計値である。

※４：　当該事業により大きな変化が生じる道路について３～５路線程度以内で記載する。

※５：　②主な周辺道路における交通量の予測地点は、事業全体と残事業で同地点において設定する。

①-4新設・改築道路
[今宿道路(一般部)]

：20.3km

27,600 25,200

34 32

160 139

①-2新設・改築道路
[今宿道路(自専部)]

：14.5km

24,400 27,300

10 10

47 53

③その他道路合計
3,219.2km

16,965 16,937

16,400 16,200

9.0

26

主)福岡
志摩線
：7.3km

9,600 9,600

11 11

18 18

県)大門
有田線
：2.9km

300 900

7.0 7.0

0.38 1.0

主)大野
城二丈線
：18.3km

7,100 5,300

27 26

33 25

10,900

14 14

29 29

8,000

42 41

80 67

10,800

0.00 4.3

0.00 8.1

様式－３①

整備なし(A) 整備あり(B)

①-1新設・改築道路
[今宿道路(自専部)]

：3.0km

0.00 24,100

0.00 2.3

0.00 10

①-3新設・改築道路
[今宿道路(一般部)]

：3.0km

②主な周

辺道路※4

市)千代
今宿線
：4.5km

9.0

26

0.00

現道（国
道202
号）
：27.5km

9,400

主)周船
寺有田線
：4.5km

10,500

走行時間費用
整備なし(A)

走行時間費用
整備あり(B)

走行時間短縮便益
(A - B)

合計：3,325.0km 17,359 17,311 48
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（２） 図面（①、②に該当する道路を明示すること）
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様式－３②

費用便益分析の条件

事業名： 今宿道路

（２）
項目 チェック欄

費用便益分析マニュアル

（平成２０年１１月　国土交通省　道路局　都市・地域整備局）

その他 □

分析対象期間 50年間

社会的割引率 4%

基準年次 平成22年

１時点のみ推計 □（　　）

複数時点での推計 ■（Ｈ17、Ｈ42）

整備の有無それぞれで交通流を推計 ■

整備の有無のいずれかのみ推計 □ 有　　　□ 無
いずれかのみの推計とした理由を記載

道路交通センサスをベースとした自動車ＯＤ表

（三段階推定法）

パーソントリップ調査をベースとした自動車ＯＤ表

（四段階推定法）

その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　） □

交 　　　無 ■

通 　　　有 □

流 考慮した開発交通量（トリップ数） （　　）台ﾄﾘｯﾌﾟ/日

推 考慮した理由を記載

計

Ｑ－Ｖ式を用いた配分 □

転換率式を用いた配分 □

Ｑ－Ｖ式と転換率式の併用による配分 ■

均衡配分（リンクパフォーマンス関数を用いた配分） □

簡易手法 □

小規模事業である □

山間部海岸部で併行道路が少ない □

その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
簡易手法の考え方（将来交通量の設定方法等）

その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　） □

各回の配分終了時の速度を交通量でウェイト付け

して設定
採用理由を記載

最終配分の速度 □
採用理由を記載

その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　） □

いずれかのみ
の推計の場合

簡易手法の
採択理由

有の場合のみ

交通量が、交通容量（Ｑmax～Ｑmin）以上の路線、交通容量（Ｑmin～Ｑmax）の路
線、等が混在した配分結果となっているため、費用便益算出においては、速度差
の生ずる「加重平均速度」を用いた。

■

■
（H17センサス）

□

交通流の
推計時点

推計の状況

算出マニュアル

分析の基本的事項

推計に用いた
ＯＤ表

配分交通量の
推計手法

開発交通量の
考慮

■

速度設定の
考え方
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事業名： 今宿道路

（３）
項目 チェック欄

考慮しない ■

考慮する □

面的に考慮 □

対象路線のみ考慮 □

採用した休日係数 （　　　）　％
休日係数を考慮した理由および採用した休日係数の考え方を記載

考慮しない ■

考慮する □

採用した通行止め日数 （　　　）　日

とり止め交通を考慮する □
とり止め交通を考慮しない場合はその理由、考慮した場合はその考え方を記載

考慮しない ■

考慮する □

採用した冬期日数 （　　　）　日
採用した冬期日数の考え方を記載

冬期の走行速度と交通容量の関係
設定の考え方を記載

■

□

費用便益分析マニュアルの値を使用 ■

独自に設定した値を使用 □

費用便益分析マニュアルの値を使用 ■

独自に設定した値を使用 □

中央分離帯の有無を考慮 ■

中央分離帯の有無を考慮しない □

考慮しない ■

考慮する □

その他

便
益
の
算
定

災害等による
通行止めの

影響

走行時間短縮・走
行経費減少・交通
事故減少以外の便

益

車種別時間
価値原単位

車種別走行
経費原単位

交通事故減少
便益算定

ブロック別・車種別走行台キロの伸び率による設定

その他
（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

考慮する
場合のみ

休日交通の
影響

交通流推計の
時点以外の
便益の算定

考慮する
場合のみ

採用した通行止め日数の考え方を記載

冬期交通の
影響 考慮する

場合のみ
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事業名： 今宿道路

（４）
項目 チェック欄

詳細事業計画による値を採用 ■

標準投資パターンを採用 □

費 その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　） □

用 維持管理費の設定根拠を記載

の 過去5年間（H15～H19）において九州地整にて執行した維持管理費に関する費用の平均

算 積雪地域または寒冷地域である □

定 その他

４．その他

事業費

維持管理費

雪寒費
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様式－４

費用の現在価値算定表 ↓評価基準年GDPﾃﾞﾌﾚｰﾀｰ

【全体事業】 91.3 維持管理費の単純単価の算出(消費税相当額含む)

箇所名：今宿道路 単価(億円) 延長(㎞) 単純価値(億円)

0.12 40.8 4.9
割戻率 GDP 事業費（億円） 維持管理費（億円）

年次  年度 デフレータ 単純価値 現在価値 単純価値 現在価値
－23年目 S 45 4.8010 40.7 0.10 1.1
－22年目 S 46 4.6164 42.6 0.35 3.5
－21年目 S 47 4.4388 45.5 5.6 50
－20年目 S 48 4.2681 52.4 3.6 27
－19年目 S 49 4.1039 62.5 2.3 14
－18年目 S 50 3.9461 66.1 2.7 15
－17年目 S 51 3.7943 71.7 4.8 23
－16年目 S 52 3.6484 76.0 13 55
－15年目 S 53 3.5081 79.2 26 106
－14年目 S 54 3.3731 81.3 26 100
－13年目 S 55 3.2434 86.4 29 99
－12年目 S 56 3.1187 88.6 29 95
－11年目 S 57 2.9987 89.6 33 100
－10年目 S 58 2.8834 90.5 24 69
－9年目 S 59 2.7725 92.3 16 43
－8年目 S 60 2.6658 93.0 20 52
－7年目 S 61 2.5633 94.6 18 45
－6年目 S 62 2.4647 94.4 22 53
－5年目 S 63 2.3699 94.9 140 320
－4年目 H 1 2.2788 97.4 58 124
－3年目 H 2 2.1911 99.6 85 170
－2年目 H 3 2.1068 102.4 93 174
－1年目 H 4 2.0258 103.4 79 141

供用開始年次 H 5 1.9479 103.7 76 130 3.3 5.7
1年目 H 6 1.8730 103.6 110 181 3.3 5.4
2年目 H 7 1.8009 103.0 154 246 3.3 5.3
3年目 H 8 1.7317 102.4 159 246 3.3 5.1
4年目 H 9 1.6651 103.4 151 223 3.2 4.8
5年目 H 10 1.6010 102.8 164 233 3.2 4.6
6年目 H 11 1.5395 101.3 159 220 3.2 4.5
7年目 H 12 1.4802 99.7 147 199 3.2 4.4
8年目 H 13 1.4233 98.4 155 205 3.2 4.3
9年目 H 14 1.3686 96.6 73 95 4.0 5.1
10年目 H 15 1.3159 95.4 25 31 4.0 5.0
11年目 H 16 1.2653 94.4 7.4 9.1 4.0 4.9
12年目 H 17 1.2167 93.2 0.10 0.12 4.0 4.7
13年目 H 18 1.1699 92.5 23 26 4.0 4.6
14年目 H 19 1.1249 91.7 11 13 4.0 4.5
15年目 H 20 1.0816 91.3 17 18 4.0 4.3
16年目 H 21 1.0400 91.3 11 11 4.0 4.1
17年目 H 22 1.0000 91.3 14 14 4.0 4.0
18年目 H 23 0.9615 91.3 47 45 4.0 3.8
19年目 H 24 0.9246 91.3 47 43 4.0 3.7
20年目 H 25 0.8890 91.3 47 42 4.0 3.5
21年目 H 26 0.8548 91.3 47 40 4.0 3.4
22年目 H 27 0.8219 91.3 47 38 4.0 3.3
23年目 H 28 0.7903 91.3 47 37 4.0 3.1
24年目 H 29 0.7599 91.3 47 36 4.0 3.0
25年目 H 30 0.7307 91.3 47 34 4.0 2.9
26年目 H 31 0.7026 91.3 47 33 4.0 2.8
27年目 H 32 0.6756 91.3 46 31 4.0 2.7
28年目 H 33 0.6496 91.3 4.7 3.0
29年目 H 34 0.6246 91.3 4.7 2.9
30年目 H 35 0.6006 91.3 4.7 2.8
31年目 H 36 0.5775 91.3 4.7 2.7
32年目 H 37 0.5553 91.3 4.7 2.6
33年目 H 38 0.5339 91.3 4.7 2.5
34年目 H 39 0.5134 91.3 4.7 2.4
35年目 H 40 0.4936 91.3 4.7 2.3
36年目 H 41 0.4746 91.3 4.7 2.2
37年目 H 42 0.4564 91.3 4.7 2.1
38年目 H 43 0.4388 91.3 4.7 2.1
39年目 H 44 0.4220 91.3 4.7 2.0
40年目 H 45 0.4057 91.3 4.7 1.9
41年目 H 46 0.3901 91.3 4.7 1.8
42年目 H 47 0.3751 91.3 4.7 1.8
43年目 H 48 0.3607 91.3 4.7 1.7
44年目 H 49 0.3468 91.3 4.7 1.6
45年目 H 50 0.3335 91.3 4.7 1.6
46年目 H 51 0.3207 91.3 4.7 1.5
47年目 H 52 0.3083 91.3 4.7 1.4
48年目 H 53 0.2965 91.3 4.7 1.4
49年目 H 54 0.2851 91.3 -310 -88 4.7 1.3
  合　計 2,344 4,270 208 163

単純事業費計 2,654 208

注１）事業費の投資パターンは、費用便益分析の計算条件として設定した標準的な投資パターンであり、

　　　必ずしも全体の予算制約等を踏まえたものではない。
　　　このため、毎年度の予算の状況や、用地・工事の進捗により、実際の事業展開とは異なることがある。
　　　（投資パターンの変化による費用便益分析結果への影響等については、再評価及び事後評価として
　　　評価を実施。）
注２）評価対象期間最終年において、用地残存価値（割引後の用地費）を控除している。



 

道路-2-44 

 

様式－４

費用の現在価値算定表 ↓評価基準年GDPﾃﾞﾌﾚｰﾀｰ

【残事業】 91.3 維持管理費の単純単価の算出(消費税相当額含む)

箇所名：今宿道路 単価(億円) 延長(㎞) 単純価値(億円)

0.12 6.0 0.7
割戻率 GDP 事業費（億円） 維持管理費（億円）

年次  年度 デフレータ 単純価値 現在価値 単純価値 現在価値
－10年目 H 23 0.9615 91.3 47 45
－9年目 H 24 0.9246 91.3 47 43
－8年目 H 25 0.8890 91.3 47 42
－7年目 H 26 0.8548 91.3 47 40
－6年目 H 27 0.8219 91.3 47 38
－5年目 H 28 0.7903 91.3 47 37
－4年目 H 29 0.7599 91.3 47 36
－3年目 H 30 0.7307 91.3 47 34
－2年目 H 31 0.7026 91.3 47 33
－1年目 H 32 0.6756 91.3 46 31

供用開始年次 H 33 0.6496 91.3 0.69 0.45
1年目 H 34 0.6246 91.3 0.69 0.43
2年目 H 35 0.6006 91.3 0.69 0.41
3年目 H 36 0.5775 91.3 0.69 0.40
4年目 H 37 0.5553 91.3 0.69 0.38
5年目 H 38 0.5339 91.3 0.69 0.37
6年目 H 39 0.5134 91.3 0.69 0.35
7年目 H 40 0.4936 91.3 0.69 0.34
8年目 H 41 0.4746 91.3 0.69 0.33
9年目 H 42 0.4564 91.3 0.69 0.31
10年目 H 43 0.4388 91.3 0.69 0.30
11年目 H 44 0.4220 91.3 0.69 0.29
12年目 H 45 0.4057 91.3 0.69 0.28
13年目 H 46 0.3901 91.3 0.69 0.27
14年目 H 47 0.3751 91.3 0.69 0.26
15年目 H 48 0.3607 91.3 0.69 0.25
16年目 H 49 0.3468 91.3 0.69 0.24
17年目 H 50 0.3335 91.3 0.69 0.23
18年目 H 51 0.3207 91.3 0.69 0.22
19年目 H 52 0.3083 91.3 0.69 0.21
20年目 H 53 0.2965 91.3 0.69 0.20
21年目 H 54 0.2851 91.3 0.69 0.20
22年目 H 55 0.2741 91.3 0.69 0.19
23年目 H 56 0.2636 91.3 0.69 0.18
24年目 H 57 0.2534 91.3 0.69 0.17
25年目 H 58 0.2437 91.3 0.69 0.17
26年目 H 59 0.2343 91.3 0.69 0.16
27年目 H 60 0.2253 91.3 0.69 0.15
28年目 H 61 0.2166 91.3 0.69 0.15
29年目 H 62 0.2083 91.3 0.69 0.14
30年目 H 63 0.2003 91.3 0.69 0.14
31年目 H 64 0.1926 91.3 0.69 0.13
32年目 H 65 0.1852 91.3 0.69 0.13
33年目 H 66 0.1780 91.3 0.69 0.12
34年目 H 67 0.1712 91.3 0.69 0.12
35年目 H 68 0.1646 91.3 0.69 0.11
36年目 H 69 0.1583 91.3 0.69 0.11
37年目 H 70 0.1522 91.3 0.69 0.10
38年目 H 71 0.1463 91.3 0.69 0.10
39年目 H 72 0.1407 91.3 0.69 0.10
40年目 H 73 0.1353 91.3 0.69 0.09
41年目 H 74 0.1301 91.3 0.69 0.09
42年目 H 75 0.1251 91.3 0.69 0.09
43年目 H 76 0.1203 91.3 0.69 0.08
44年目 H 77 0.1157 91.3 0.69 0.08
45年目 H 78 0.1112 91.3 0.69 0.08
46年目 H 79 0.1069 91.3 0.69 0.07
47年目 H 80 0.1028 91.3 0.69 0.07
48年目 H 81 0.0989 91.3 0.69 0.07
49年目 H 82 0.0951 91.3 -48 -4.5 0.69 0.07
  合　計 420 375 34 10

単純事業費計 467 34

注１）事業費の投資パターンは、費用便益分析の計算条件として設定した標準的な投資パターンであり、
　　　必ずしも全体の予算制約等を踏まえたものではない。
　　　このため、毎年度の予算の状況や、用地・工事の進捗により、実際の事業展開とは異なることがある。
　　　（投資パターンの変化による費用便益分析結果への影響等については、再評価及び事後評価として
　　　評価を実施。）
注２）評価対象期間最終年において、用地残存価値（割引後の用地費）を控除している。
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